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（案） 

第６期上下水道事業経営委員会（第３回）の主な質疑 

                                

 

令和７年９月 12 日（金）14 時 00 分～15時 00 分 

上下水道局 2階 201 会議室 

質 疑 答 弁 

【令和６年度決算について】 

Ａ委員 高岡市の利益率の予測、他市の工事の積算

状況、又昨今の物価上昇等を踏まえると、料

金体系の見直し（「用途別」から「口径別」）

の検討は否めない。「口径別」の料金体系と

はどのようなものか。 

上下 

水道局 

「口径別」料金体系とは、使用する「水道メ

ーター」の口径の大きさにより、基本料金に

差をつける料金体系であり、水道メーター

の口径が大きくなるほど、多額の維持管理

費がかかることから、「負担の公平性」と「料

金体系の明確性」が確保できるもの。 

全国的にも多くの水道事業体が採用してい

る。 

上下 

水道局 

高岡市においては、現在、「用途別」料金体

系を採用している。例として、「事業所等（業

務用）」や「一般家庭等（一般用）」に分かれ

ている。 

「口径別」料金体系については、口径の大き

さによって維持管理費等の負担が違うの

で、合理的な料金体系だと考えている。 

長期金利は上がってきていると思うが、そ

れらにも配慮した経営をしていかなければ

ならない。長期金利に関しての考えは。 

上下 

水道局 

起債の借り入れについて、資金によってで

はあるが、（借入先によっては）10 年毎に見

直しをしている。昨今の金利上昇傾向を注

視しながら、（今後の投資等）資金繰りをし

ていきたい。 

Ｂ委員 「口径別」料金体系は、全国的にはどの程度

採用しているのか。 

上下 

水道局 

令和６年度末ベースの全国比率だと、「口径

別」が約６割、「用途別」が約３割、「その他」

の料金体系が約１割である。 

口径によって、基本料金が変わるとのこと

だが、それは使用者が選択できるものなの

か。 

上下 

水道局 

建物の構造などによる水の需要によって、

設置すべき口径が決まるため、水を多量に

使用する場合は、小さい口径を選択いただ

けるものではない。 

上下 

水道局 

「基本料金」だけでなく、「従量料金」に関

しても、他市事例や、今後の更新計画等を踏

まえ、バランスを見ながら検討していかな

ければならないと考えている。 
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（案） 
Ｃ委員 水道料金等は、生活していく上では、切り離

せないものである。料金体系を見直すことを

検討するとのことだが、独立採算とはいえ、

単に値上げするのでなく、サービス内容を見

直す、一般会計から補助を受ける等、検討し

なければいけないのではないか。また、ビジ

ョンの中で、どのように高岡市民の役に立つ

のか考えていくのが、行政の役目だと考え

る。 

上下 

水道局 

耐震化、老朽化対策の国庫補助の拡充要望

や、周辺自治体との連携事業の中で、コスト

縮減等、様々なことを検討していかなければ

いけないと考えている。その上で、ビジョン

の策定の中で、最終的に決めていかなければ

いけない。 

上下 

水道局 

五位配水区再編事業においては、広域事業と

して交付税措置のあるメニューを活用し、一

般会計からの繰入を受けるなど、料金以外の

財源を積極的に活用すること基本に進めて

いる。 

【新高岡市上下水道ビジョンについて】 

Ｄ委員 「災害に強い給排水設備の工夫（水道メー

ターより自宅側に水栓と止水弁を取り付け

る工夫）」を、水道使用者に推奨していくと

のことだが、公共施設などは、個人宅よりも

早く実行できると思うので、検討していた

だきたい。 

また、個人宅の場合（当該工夫を行った場

合）、個人で負担しなければならないという

ことだが、費用は、どのくらいかかるのか。 

上下 

水道局 

試算したところ、既設物に改造する場合、約

10～15 万円ほどであった。ただ、新築の際

に施工する場合は、それより安価になると

想定している。 

Ｃ委員 ＤＸについて、昨今、ドローン技術がめまぐ

るしく発達するなど、手軽に業務効率化でき

るものが多くあると思う。ビジョン策定にあ

たりどのように考えているか。 

上下 

水道局 

現在、漏水調査では仕切弁に音波技術を活

用したセンサーを 100 か所以上設置するな

ど、ＤＸを活用した業務効率化を意識して

いる。先進事例として、砺波市では、衛星を

活用した漏水調査を行っており、高岡市に

おいても砺波市の結果を注視しながら、検

討していきたい。 

Ｅ委員 「建築物公共施設 基礎の 貫通部等におけ

る 管路破断（上水・下水）の 防止方法」に

ついて、他市での施工事例は確認できてい

るのか。材質として、通常、塩ビ管が基本の

中、蛇腹部分のみ、材質などが変わってしま

うと、メンテナンス性が下がることになる

と思われるので、施工事例が集まるとよい

と考える。 

上下 

水道局 

製品として、流通しているのは、確認できて

いる。しかし、この工法、手法が、正解なの

か、市の建築部門と意見交換する等、分析し

ている段階である。 

Ｂ委員 高岡市上下水道ビジョンは、高岡市総合計

画等、その他計画と関係しているものなの

か。 

上下 

水道局 

「高岡市総合計画」の下位計画に位置して

おり、計画年数も合わせてある。 

液状化対策として、「地下水位低下工法」等、

射水市では、実証実験を行っており、震災対

応で話題であると思うが、上下水道の工事

等においては、何か影響はあるのか。 

上下 

水道局 

様々な埋設物がある中、下水道管等は、特に

深い位置にあるが、「地下水位低下工法」の

集水管は、それよりもさらに深い位置に「推

進工法」で施工するものであり、現在行って

いる復旧工事においても影響はない。 

 


